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記
紀
神
話
の
成
立
過
程
天
孫
降
臨
神
話
を
申
心
に
神
　
田
　
典
　
城
　
古
事
記
三
巻
・
日
本
書
紀
三
十
巻
の
う
ち
、
古
事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
巻
一
巻
二
は
、
高
度
に
体
系
化
さ
れ
た
一
連
の
神
話
に
よ
っ
て
い
る
。
一
体
、
古
代
社
会
で
は
、
社
会
秩
序
（
自
然
・
文
化
・
社
会
体
制
等
を
含
む
）
が
神
話
に
そ
の
モ
デ
ル
を
持
つ
と
い
う
事
は
、
神
話
学
上
の
常
識
と
言
っ
て
良
く
、
と
り
わ
け
、
古
代
王
権
に
と
っ
て
の
最
重
要
事
は
、
そ
の
王
権
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
事
に
、
絶
対
的
な
正
統
性
が
あ
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
、
王
権
が
神
意
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
、
或
い
は
王
権
の
保
持
老
が
、
神
（
又
は
、
神
的
な
絶
対
者
）
に
連
な
る
者
で
あ
る
事
を
表
明
す
る
と
い
っ
た
手
段
が
と
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
王
権
（
起
源
）
神
話
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
事
か
ら
見
て
、
記
紀
の
中
で
、
神
話
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
冒
頭
部
が
担
う
役
割
は
、
自
然
秩
序
や
文
化
的
な
も
の
の
起
源
を
記
す
と
同
時
に
、
以
下
の
巻
々
に
征
服
王
朝
の
相
貌
を
見
せ
る
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
大
和
朝
廷
の
政
治
支
配
が
、
上
天
に
あ
る
聖
な
る
存
在
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
っ
て
、
天
皇
家
の
始
祖
ホ
ノ
一
＝
一
ギ
の
出
自
が
天
つ
神
に
あ
る
事
を
表
わ
し
た
「
天
孫
降
臨
」
の
神
話
の
有
す
る
意
義
に
は
、
極
め
て
重
い
も
の
が
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
「
天
孫
降
臨
神
話
」
は
、
記
紀
神
話
の
中
心
主
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
も
の
な
わ
け
で
あ
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る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
無
く
、
卑
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
話
は
、
神
話
と
し
て
の
重
要
さ
と
同
時
に
、
記
紀
神
話
が
体
系
化
さ
れ
て
行
く
、
あ
る
重
大
な
一
段
階
を
知
る
た
め
の
、
有
力
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
も
そ
も
、
　
「
天
孫
降
臨
」
の
話
を
含
む
所
伝
は
、
数
種
の
異
伝
が
記
紀
に
録
き
れ
て
お
り
、
そ
の
異
伝
間
の
相
異
点
の
う
ち
、
殊
に
顕
著
な
例
と
し
て
は
、
降
臨
の
司
令
神
、
即
ち
、
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
地
上
へ
降
ら
せ
る
神
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
高
御
産
巣
日
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
・
高
皇
産
霊
尊
紀
）
で
あ
っ
た
り
ア
マ
テ
ラ
ス
（
天
照
大
御
神
記
・
天
照
大
神
紀
）
で
あ
っ
た
り
す
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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こ
の
点
に
注
目
し
て
、
天
皇
家
の
祖
た
る
皇
祖
神
は
元
来
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
後
次
的
に
、
そ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
ヒ
に
替
わ
っ
て
皇
祖
神
の
位
置
に
据
え
ら
れ
た
の
だ
、
と
い
う
事
を
明
瞭
な
か
た
ち
で
示
し
た
の
は
三
品
彰
英
博
士
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
皇
祖
神
化
が
後
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
論
は
、
記
紀
の
分
析
の
み
な
ら
ず
、
松
前
健
博
士
に
よ
っ
て
、
宮
廷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
祭
祀
の
方
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
ま
た
、
筆
者
自
身
も
旧
稿
に
於
て
、
天
孫
降
臨
を
含
む
所
伝
群
に
つ
い
て
、
高
天
原
の
主
神
の
変
遷
と
葦
原
中
つ
国
の
主
神
の
あ
り
方
と
の
関
わ
り
の
分
析
を
試
み
、
三
品
博
士
の
示
さ
れ
た
各
異
伝
間
の
相
異
（
後
述
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
の
成
立
時
期
の
新
旧
に
相
応
ず
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
高
天
原
の
主
神
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
遷
っ
て
行
く
過
渡
的
な
各
段
階
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
得
た
。
　
そ
こ
で
、
本
稿
に
於
て
は
、
そ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
移
行
の
様
相
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
作
業
を
通
じ
て
、
記
紀
神
話
が
構
成
さ
れ
て
行
く
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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ま
ず
、
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
扱
う
事
に
な
る
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
関
係
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
簡
略
に
触
れ
て
お
こ
う
。
　
そ
の
部
分
と
は
、
記
紀
神
話
全
体
の
流
れ
か
ら
言
う
と
、
ご
く
常
識
的
な
呼
び
方
に
従
え
ば
「
中
つ
国
平
定
条
」
と
、
そ
れ
に
続
く
「
天
孫
降
臨
条
」
に
当
る
。
　
こ
の
条
々
は
、
書
紀
で
は
巻
二
の
は
じ
め
に
当
る
第
九
段
（
岩
波
書
店
の
古
典
大
系
本
の
段
分
け
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
に
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
録
さ
れ
た
計
九
通
り
の
異
伝
の
う
ち
、
　
「
中
つ
国
平
定
」
及
び
「
天
孫
降
臨
」
に
関
す
る
記
事
を
有
し
、
旦
、
比
較
検
討
に
耐
え
る
だ
け
の
内
容
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
本
文
」
「
第
一
の
一
書
」
「
第
二
の
一
書
」
「
第
四
の
一
書
」
　
「
第
六
の
一
書
」
の
計
五
種
の
異
伝
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
こ
の
書
紀
の
各
異
伝
の
う
ち
で
は
、
本
文
が
最
も
内
容
豊
富
で
あ
っ
て
、
古
事
記
の
該
当
部
分
と
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
、
同
じ
分
量
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
、
古
事
記
と
書
紀
本
文
と
に
従
っ
て
、
小
見
出
し
風
に
こ
の
部
分
の
話
の
展
開
を
追
う
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
中つ国平定
①
天
つ
神
に
よ
る
地
上
支
配
（
統
治
）
の
宣
言
②
葦
原
の
中
つ
国
へ
の
平
定
使
派
遣
と
そ
の
失
敗
　
　
㈲
平
定
使
は
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
　
　
㈲
平
定
使
は
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
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（
つ
ま
り
、
古
事
記
と
書
紀
本
文
で
は
、
平
定
使
の
失
敗
が
二
度
あ
っ
た
事
に
な
っ
て
い
る
。
）
　
　
　
　
③
平
定
使
の
派
遣
と
平
定
の
成
就
璽
難
讐
藤
か
ら
ホ
ニ
ニ
ギ
に
⊥
父
替
　
で
は
、
①
～
⑤
の
番
号
で
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
、
書
紀
の
他
の
各
異
伝
に
、
ど
れ
だ
け
ず
つ
備
わ
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
お
こ
う
。
’
第
一
の
一
書
　
②
③
④
⑤
（
②
は
㈲
の
み
）
第
二
の
一
書
　
③
④
⑤
第
四
の
一
書
⑤
第
六
の
一
書
　
①
②
⑤
（
②
は
㈲
の
み
）
　
（
た
だ
し
、
①
～
⑤
と
番
号
で
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
所
伝
ご
と
に
、
段
落
で
区
切
る
事
が
で
き
る
程
整
然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
無
く
、
そ
の
内
容
を
表
わ
す
記
述
が
文
中
に
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
）
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こ
れ
ら
を
見
る
に
、
全
体
を
通
じ
て
著
し
く
か
け
離
れ
た
説
話
素
を
録
す
る
異
伝
も
見
ら
れ
ず
、
記
紀
の
両
書
は
、
当
該
箇
処
に
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
一
の
話
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
　
な
お
、
・
こ
の
う
ち
の
第
六
の
一
書
に
つ
い
て
は
、
文
中
の
随
所
に
「
云
云
」
と
し
て
中
略
が
施
し
て
あ
る
の
で
、
①
か
ら
②
に
か
け
て
、
又
、
②
か
ら
⑤
の
間
に
、
も
と
も
と
一
つ
づ
き
に
ど
れ
だ
け
の
話
が
含
ま
れ
て
い
た
所
伝
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
に
示
し
た
通
り
、
五
つ
の
項
目
の
う
ち
、
④
⑤
が
天
孫
降
臨
条
に
当
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
三
品
博
士
の
作
成
さ
れ
た
要
素
表
が
あ
る
。
厚
記紀神話の成立過程（神田）
異
　
伝
要
　
素
日
本
書
紀
本
文
第日
ハ本
ノ
　圭
＿目
書紀
日
本
書
紀
第
四
ノ
一
書
日
本
書
紀
第
ニ
ノ
一
書
古
　
事
　
記
日
本
書
紀
第
一
ノ
一
書
（
ノ
・
）
降
臨
を
司
令
す
る
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
とタ
アカ
マミ
テム
ラス
スビ
タ
カ
ギ
ノ
カ
ミ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
ア
マ
テ
ラ
ス
（
ロ
）
降
臨
す
る
神
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ホ
ノ
一
＝
一
ギ
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
、
後
に
ニ
ニ
ギ
に
代
る
ニミア
ギミメ
に’ノ
代後オ
るにシ
　ニホ
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
、
後
に
ニ
ニ
ギ
に
代
る
（
ハ
）
降
臨
神
の
容
姿
真
床
追
袋
に
包
ま
れ
た
嬰
児
真
床
覆
袋
に
包
ま
れ
た
嬰
児
真
床
覆
裏
に
包
ま
れ
た
嬰
児
虚
空
で
出
誕
し
た
嬰
児
降
臨
間
際
に
出
誕
、
た
だ
し
容
姿
に
は
特
別
の
記
載
な
し
降
臨
間
際
に
出
誕
、
た
だ
し
容
姿
に
は
特
別
の
記
載
な
し
（
二
）
降
　
臨
　
地
日
向
襲
高
千
穂
峯
（
ホ
）
随
伴
す
る
神
々
日
向
襲
高
千
穂
添
山
峯
　
　
　
・
日
向
襲
高
千
穂
穏
日
二
上
峯
日
向
穂
日
高
千
穂
峯
日
向
高
千
穂
久
士
布
流
多
気σ
日
向
高
千
穂
穏
触
峯
オ・ア
ホアマ
クマノ
メクオ
　シシ
　ツヒ
諸・ア
部フメ
神トノ
　タコ
　マヤ
　　ネ
アメルトイタオタシノトノ五
マノタユハヂモマコウタコ伴
ッオヒウトカイノリズマヤ緒
クシコケワラカヤドメ・ネ（
メヒ・・ケヲネ）メ・ア・ア
　・アサ・・…　　イメフメ
サタシノトノ五
ルマコウタコ部
タノリズマヤ神
ヒヤドメ・ネ（
コ）メ・ア・ア
　・・イメフメ
（
へ
）
神
器
の
授
与
’
神
鏡
の
授
与
三
種
神
器
の
授
与三
種
神
器
の
授
与
（
ト
）
統
治
の
神
勅
’
瑞
穂
の
国
統
治
の
神
勅
統
治
の
天
壌
無
窮
の
神
勅
三品彰英論文集第一巻（平凡社）より
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三
品
博
士
が
、
我
々
の
知
る
事
の
で
き
る
天
孫
降
臨
神
話
の
最
も
原
初
的
な
型
態
は
、
書
紀
本
文
の
よ
う
な
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
真
床
追
袋
に
包
ま
れ
て
日
向
に
降
臨
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
事
を
、
明
確
な
か
た
ち
で
示
さ
れ
た
の
が
こ
の
表
で
あ
っ
た
事
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
が
、
記
紀
の
「
天
孫
降
臨
条
」
の
各
異
伝
間
の
相
関
を
考
え
る
の
に
極
め
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
事
が
窺
わ
れ
よ
う
。
　
筆
者
も
、
こ
の
表
か
ら
多
く
の
事
を
示
唆
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
時
と
し
て
、
三
品
博
士
御
自
身
が
こ
の
表
に
よ
っ
て
解
か
れ
た
事
ど
も
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
表
は
そ
れ
だ
け
多
く
の
問
題
点
解
明
に
役
立
つ
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
も
、
こ
の
表
を
下
敷
き
と
し
て
考
察
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
本
稿
に
於
け
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
の
表
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
若
干
の
注
意
が
必
要
と
な
る
。
　
即
ち
、
表
の
、
書
紀
第
二
の
一
書
の
欄
の
「
降
臨
を
司
令
す
る
神
」
の
項
を
見
る
と
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
」
と
、
二
神
が
併
記
さ
れ
て
い
て
、
隣
り
に
あ
る
古
事
記
の
同
じ
箇
処
が
「
タ
カ
ギ
ノ
カ
ミ
（
日
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
亦
名
）
と
ア
マ
テ
ラ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
金
井
精
一
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
書
紀
第
二
の
一
書
の
両
神
の
あ
り
よ
う
と
、
古
事
記
の
二
神
併
記
と
は
性
格
が
異
な
る
。
と
言
う
の
は
、
書
紀
第
二
の
一
書
は
先
に
記
し
た
通
り
、
③
④
⑤
を
含
み
持
っ
た
所
伝
で
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
古
事
記
の
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、
古
事
記
の
場
合
、
平
定
使
派
遣
か
ら
後
の
部
分
で
高
天
原
の
主
神
を
記
す
の
に
、
一
例
だ
け
ア
マ
テ
ラ
ス
が
単
独
で
書
か
れ
る
の
を
除
い
て
、
他
は
全
て
、
一156一
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
、
亦
諸
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
…
…
記紀神話の成立過程（神田）
　
　
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
…
…
と
、
二
神
を
併
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
書
紀
第
二
の
一
書
で
は
、
二
神
の
名
が
同
時
に
記
さ
れ
る
事
は
全
く
無
く
、
③
～
④
に
か
け
て
の
、
中
つ
国
平
定
か
ら
降
臨
の
準
備
段
階
ま
で
は
、
　
　
高
皇
産
霊
尊
、
乃
ち
二
の
神
を
還
し
遣
し
て
、
…
…
　
　
高
皇
産
霊
尊
、
因
り
て
勅
し
て
日
は
く
、
…
…
と
い
う
具
合
に
、
全
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
単
独
の
行
為
と
し
て
記
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
い
よ
い
よ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
地
上
に
降
る
と
い
う
所
に
来
て
、
突
如
、
　
　
是
の
時
に
、
天
照
大
神
、
手
に
宝
の
鏡
を
持
ち
た
ま
ひ
て
、
天
忍
穂
耳
尊
に
授
け
て
、
…
…
と
、
そ
れ
ま
で
に
全
く
名
前
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
が
、
単
独
で
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、
主
神
が
一
連
の
話
の
中
途
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
と
交
替
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
従
っ
て
、
所
伝
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
確
か
に
高
天
原
の
主
神
格
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
も
し
く
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
事
に
な
る
。
又
、
表
の
項
目
の
「
降
臨
の
司
令
神
」
と
限
定
し
て
考
え
て
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
話
の
中
に
、
皇
孫
を
地
一157一
記紀神話の成立過程（神田）
上
に
降
す
旨
の
叙
述
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
両
神
が
共
に
降
臨
に
関
わ
っ
て
い
る
の
に
は
違
い
な
い
の
だ
か
ら
、
三
品
博
士
の
表
に
両
神
の
名
を
連
ね
て
あ
る
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
誤
り
と
い
う
事
は
無
い
の
だ
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
状
態
に
あ
る
書
紀
第
二
の
一
書
を
扱
う
に
つ
い
て
、
　
「
降
臨
の
場
面
」
に
限
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
叙
述
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
直
接
関
与
し
て
い
な
い
、
ア
マ
テ
ラ
ス
単
独
の
伝
承
と
し
て
扱
っ
て
良
い
も
の
と
考
え
る
。
　
た
だ
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
表
に
導
き
出
き
れ
た
、
第
二
の
一
書
の
天
孫
降
臨
が
古
事
記
よ
り
古
い
形
で
あ
る
、
と
い
う
三
品
博
士
の
結
論
が
動
く
わ
け
で
は
無
い
事
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
や
（
後
述
）
。
二
　
前
章
で
述
べ
た
事
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
表
に
戻
る
と
、
ま
ず
、
ω
の
「
降
臨
を
司
令
す
る
神
」
の
欄
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
が
並
ん
で
お
り
、
名
目
こ
そ
「
降
臨
」
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
各
所
伝
ご
と
に
、
そ
の
前
段
を
な
す
中
つ
国
平
定
の
部
分
（
①
～
③
）
を
も
一
続
き
に
含
ん
だ
範
囲
の
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
高
天
原
の
主
神
が
替
わ
っ
て
行
く
過
程
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
筆
老
な
り
の
理
解
を
、
旧
稿
を
ふ
ま
え
て
簡
略
に
記
し
て
お
く
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
一
神
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
書
紀
の
本
文
、
第
六
の
一
書
、
第
四
の
一
書
が
、
こ
の
順
で
比
較
的
古
い
グ
ル
ー
。
フ
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
所
伝
に
は
、
全
体
を
通
じ
て
、
系
譜
的
な
記
戴
以
外
に
、
全
く
ア
マ
テ
ラ
ス
は
登
場
し
な
い
。
　
次
の
書
紀
第
二
の
一
書
は
、
前
章
で
説
明
し
た
通
り
、
所
伝
の
前
半
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
主
体
と
し
て
の
立
場
を
保
っ
て
い
る
が
、
肝
腎
の
、
天
孫
が
実
際
に
降
臨
す
る
場
面
だ
け
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
降
臨
の
仕
方
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
単
独
の
も
一158一
記紀神話の成立過程（神田）
の
よ
り
や
や
饒
々
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
所
伝
に
於
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
登
場
は
、
ど
う
見
て
も
唐
突
で
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
、
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
話
体
系
へ
の
導
入
が
、
比
較
的
に
生
な
状
態
に
あ
っ
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
交
替
し
て
行
く
極
く
初
期
の
段
階
を
示
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
天
孫
降
臨
は
、
天
皇
家
の
始
源
に
直
結
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
事
を
考
慮
し
て
こ
の
第
二
の
一
書
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
　
「
と
り
あ
え
ず
（
ま
ず
手
始
め
に
）
天
孫
降
臨
の
部
分
を
ア
マ
テ
ラ
ス
の
話
に
し
た
」
と
い
っ
た
状
況
を
読
み
取
る
事
が
で
き
よ
う
。
　
そ
し
て
古
事
記
に
な
る
と
、
中
つ
国
平
定
条
か
ら
天
孫
降
臨
条
に
か
け
て
（
②
～
⑤
）
両
神
は
ほ
ぼ
等
し
く
主
神
と
し
て
の
立
場
を
分
け
あ
っ
て
い
る
か
の
如
く
、
必
ず
両
神
の
名
は
併
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
①
の
「
天
孫
に
よ
る
地
上
支
配
」
を
宣
言
す
る
の
は
ア
マ
テ
ラ
ス
単
独
の
事
で
あ
り
、
又
、
併
記
と
は
言
っ
て
も
、
中
つ
国
平
定
が
成
功
す
る
あ
た
り
か
ら
後
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
が
タ
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
ム
ス
ヒ
（
実
際
に
は
高
木
神
と
も
書
か
れ
る
）
よ
り
も
先
に
記
さ
れ
る
事
。
更
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
、
単
独
で
記
さ
れ
る
事
が
全
く
無
い
の
に
対
し
、
一
例
と
は
言
え
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
は
単
独
で
記
さ
れ
る
所
（
③
）
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
比
較
的
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
方
が
主
体
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
れ
が
、
一
番
左
の
欄
に
記
さ
れ
た
（
つ
ま
り
、
最
も
新
し
い
所
伝
と
考
え
ら
れ
る
）
書
紀
第
一
の
一
書
と
な
る
と
、
全
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
姿
を
消
し
、
ラ
マ
テ
ラ
ス
一
神
が
高
天
原
の
主
神
と
し
て
（
地
上
と
の
交
渉
の
一
切
を
主
宰
し
て
い
る
。
　
以
上
が
、
天
孫
降
臨
を
含
む
各
所
伝
の
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
あ
り
よ
う
の
概
略
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
表
で
は
、
㈲
㈹
の
各
欄
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
神
々
の
名
が
要
素
と
し
て
記
入
き
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
卑
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
ら
の
神
々
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
中
心
と
す
る
伝
承
に
属
す
る
も
の
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
導
入
に
伴
っ
て
記
紀
神
話
の
体
系
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
、
即
ち
ア
マ
テ
ラ
ス
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
に
グ
ル
「
プ
分
け
す
る
事
が
で
き
る
。
一159一
記紀神話の成立過程（神田）
　
は
じ
め
に
⑭
の
項
を
見
る
と
、
降
臨
す
る
神
は
全
て
例
外
無
く
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
で
あ
る
が
、
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
降
臨
の
司
令
神
と
し
て
登
場
し
て
い
る
書
紀
第
二
の
一
書
、
古
事
記
、
書
紀
第
一
の
一
書
で
は
、
こ
れ
ま
た
例
外
無
く
、
は
じ
め
に
予
定
さ
れ
た
降
臨
神
は
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
で
あ
り
、
そ
れ
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
交
替
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ス
サ
ノ
ヲ
と
天
安
河
で
ウ
ケ
ヒ
を
行
っ
た
時
に
誕
生
し
た
神
で
、
今
扱
っ
て
い
る
各
所
伝
の
系
譜
的
記
事
に
よ
れ
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
に
し
て
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
父
と
さ
れ
て
い
る
。
書
紀
本
文
　
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
タ
ク
ハ
タ
チ
ヂ
ヒ
メ
ア
マ
テ
ラ
ス
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
一160　一
書
紀
第
六
の
一
害
　
　
　
　
　
　
　
（
又
は
ホ
ノ
ト
ハ
タ
ヒ
メ
ー
チ
ヂ
ヒ
メ
）
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
タ
ク
ハ
タ
チ
ヂ
ヒ
メ
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ヒ
メ
オ
シ
ホ
ネ
ー
ボ
ア
カ
リ
ー
ホ
ノ
一
＝
一
ギ
書
紀
第
二
の
一
書
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ヒ
メ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
（
ア
マ
テ
ラ
ス
）
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
古
事
記
記紀神話の成立過程（神田）
タ
カ
　
ギ
　
ー
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ア
キ
ヅ
シ
ヒ
メ
ア
マ
テ
ラ
ス
　
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
書
紀
第
一
の
一
書
「ーオ
モ
ヒ
カ
ネ
ー
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ァ
キ
ツ
ヒ
メ
ー
ホ
ア
カ
リ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
一161一
ア
マ
テ
ラ
ス
　
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
　
【
以
上
、
各
所
伝
の
系
譜
的
記
事
を
図
式
化
し
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
書
紀
第
四
の
一
書
に
は
系
譜
的
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
書
紀
第
六
の
一
書
に
は
、
オ
シ
ホ
ネ
（
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
こ
と
）
自
身
の
出
自
を
直
接
的
に
示
す
よ
う
な
記
述
が
無
い
の
で
、
親
の
所
を
空
白
に
し
て
お
い
た
が
、
第
七
段
（
天
の
岩
戸
条
）
に
於
け
る
オ
シ
ホ
ネ
の
誕
生
記
事
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
と
な
る
。
書
紀
第
二
の
一
書
も
同
様
だ
が
、
こ
の
所
伝
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
自
身
が
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
向
っ
て
発
す
る
言
葉
の
中
に
、
　
「
吾
児
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
で
、
括
弧
つ
き
で
記
し
た
。
】
記紀神話の成立過程（神田）
　
従
っ
て
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
、
父
親
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
通
じ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
と
、
母
親
を
通
じ
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
（
書
紀
第
一
の
一
書
だ
け
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
後
の
章
で
触
れ
る
事
に
な
る
）
と
、
新
旧
の
両
主
神
の
血
を
ひ
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
も
う
少
し
言
え
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
通
し
て
ホ
ノ
一
＝
一
ギ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
い
ま
、
天
孫
降
降
に
関
し
て
全
く
揺
る
ぎ
の
無
い
事
実
は
「
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
日
向
に
降
る
」
と
い
う
事
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
考
え
得
る
限
り
の
所
伝
の
新
旧
と
関
係
が
無
い
。
従
っ
て
「
天
皇
の
祖
先
は
天
か
ら
降
っ
て
き
た
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
は
じ
ま
る
」
と
い
う
の
は
、
記
紀
神
話
に
あ
っ
て
、
最
も
基
本
的
、
も
し
く
は
神
聖
に
し
て
動
か
し
難
い
伝
承
で
あ
っ
た
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
そ
の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
は
ど
こ
へ
繋
が
っ
て
い
る
の
が
本
来
な
の
か
。
　
天
孫
降
臨
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
関
与
し
て
い
な
い
書
紀
本
文
、
同
第
六
の
一
書
、
同
第
四
の
一
書
を
見
る
と
、
天
孫
降
臨
に
際
し
て
オ
「
シ
ホ
ミ
ミ
の
名
は
出
て
来
な
い
。
系
譜
的
記
事
の
無
い
第
四
の
一
書
は
と
も
か
く
と
し
て
、
右
に
系
図
を
示
し
た
と
い
う
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
父
親
で
あ
る
事
を
そ
の
所
伝
の
中
で
明
示
し
て
い
る
本
文
、
第
六
の
一
書
で
す
ら
、
天
孫
降
臨
の
場
面
に
オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
登
場
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
つ
の
異
伝
で
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
名
が
記
さ
れ
る
の
は
、
系
譜
的
記
事
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
翻
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
関
与
し
て
い
る
各
所
伝
で
は
、
例
外
な
く
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
所
伝
で
は
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
こ
そ
が
も
と
も
と
は
地
上
へ
降
る
べ
き
神
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
母
親
で
あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
権
威
を
高
め
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
方
で
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
影
は
相
対
的
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。
　
な
お
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
古
事
記
と
書
紀
本
文
、
同
第
六
の
一
書
に
見
ら
れ
る
①
「
天
つ
神
に
よ
る
地
上
支
配
の
宣
言
」
を
比
べ
る
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
所
伝
で
あ
る
書
紀
の
両
所
伝
で
は
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
」
地
上
へ
降
す
事
に
な
っ
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て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
事
記
で
は
「
ア
マ
テ
ラ
ス
が
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
」
降
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
を
併
記
す
る
の
に
、
こ
こ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
単
独
の
し
わ
ぎ
と
き
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
な
ど
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
オ
シ
ホ
ミ
ミ
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
四
神
問
に
於
け
る
相
互
関
係
を
極
め
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
示
し
て
い
る
例
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
の
異
伝
の
グ
ル
ー
プ
は
、
み
ご
と
な
対
照
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
天
孫
降
臨
に
限
ら
ず
、
所
伝
全
体
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
古
事
記
や
書
紀
第
一
の
一
書
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
所
伝
に
於
け
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
立
場
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
あ
る
事
は
当
然
と
し
て
、
例
え
ば
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ピ
中
心
の
所
伝
で
は
、
地
上
世
界
が
好
ま
し
か
ら
ざ
る
状
態
に
あ
る
と
観
ず
る
の
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
事
記
、
書
紀
第
一
の
一
書
で
「
豊
葦
原
の
千
秋
長
五
百
秋
の
水
穂
の
国
は
、
い
た
く
さ
や
ぎ
て
あ
り
な
り
（
記
）
」
　
「
彼
の
地
は
さ
や
げ
り
。
い
な
か
ぶ
凶
目
（
シ
コ
メ
）
き
国
か
（
紀
第
一
の
一
書
）
」
と
い
う
言
を
発
す
る
の
が
オ
シ
ホ
ミ
ミ
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
所
伝
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
果
す
役
割
り
を
、
こ
れ
ら
の
所
伝
で
は
そ
の
一
部
を
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
受
け
持
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
　
即
ち
そ
の
果
す
役
割
り
か
ら
言
う
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
力
関
係
は
、
　
　
　
　
隣
旨
翔
卜
×
π
“
M
4
粗
畑
×
十
斗
で
誉
酬
酬
　　
@
　
（
☆
暑
酬
卜
×
ぽ
量
ワ
θ
ヨ
煎
）
　
（
訓
錨
帥
）
と
図
式
化
さ
れ
得
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
又
、
系
図
に
戻
る
と
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
（
ム
ス
メ
）
を
嬰
る
事
に
よ
っ
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
系
譜
的
な
も
の
が
極
め
て
造
作
さ
れ
易
い
と
い
う
事
は
、
記
紀
の
冒
頭
の
神
系
譜
、
又
、
新
撰
姓
氏
録
な
ど
を
引
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き
合
い
に
出
す
ま
で
も
無
か
ろ
う
し
、
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
の
は
、
別
々
の
二
つ
の
も
の
を
繋
げ
る
た
め
の
常
套
手
段
で
あ
る
事
も
、
今
更
に
説
明
の
要
も
無
か
ろ
う
。
　
従
っ
て
、
以
上
に
述
べ
て
来
た
諸
条
件
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
「
高
天
原
の
主
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
交
替
」
と
い
う
論
を
勘
が
え
る
と
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
」
と
い
う
セ
ッ
ト
が
元
に
あ
り
、
そ
こ
へ
「
ア
マ
テ
ラ
ス
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
」
と
い
う
セ
ッ
ト
が
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
」
と
い
う
も
の
を
媒
介
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
経
緯
が
容
易
に
想
定
で
き
よ
う
。
　
た
だ
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
（
「
ハ
タ
」
を
名
の
中
心
に
持
つ
女
神
）
が
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
導
入
に
伴
っ
て
造
作
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
筆
者
に
は
今
の
と
こ
ろ
何
と
も
言
え
な
い
。
　
次
に
、
㈱
の
項
の
降
臨
に
随
伴
す
る
神
々
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
　
ま
ず
、
書
記
第
四
の
一
書
に
ア
マ
ノ
オ
シ
ヒ
・
ア
マ
ッ
ク
メ
の
二
神
の
名
が
あ
り
、
古
事
記
に
記
さ
れ
た
神
々
の
中
に
、
ア
マ
ノ
オ
シ
ヒ
・
ア
マ
ツ
ク
メ
の
名
が
あ
る
。
　
両
書
で
ア
マ
ク
シ
ツ
オ
ホ
ク
メ
（
天
穏
津
大
来
目
）
・
ア
マ
ツ
ク
メ
（
天
津
久
米
）
と
い
う
具
合
に
、
名
称
に
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
が
、
両
方
と
も
「
ク
メ
」
氏
の
祖
（
書
記
第
四
の
一
書
”
来
目
部
の
遠
祖
・
古
事
記
1
1
久
米
直
等
の
祖
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
一
の
神
と
見
倣
し
て
お
い
て
不
都
合
は
無
か
ろ
う
。
　
（
以
下
、
繁
環
に
な
る
の
を
避
け
て
「
ク
メ
」
と
記
す
）
　
こ
の
大
伴
の
祖
「
オ
シ
ヒ
」
と
久
米
の
祖
「
ク
メ
」
の
両
神
は
、
天
孫
の
降
臨
に
際
し
、
武
器
を
携
え
て
前
衛
の
役
目
を
果
し
た
と
さ
れ
、
両
氏
族
が
大
和
政
権
の
下
、
軍
事
を
以
っ
て
つ
か
え
る
由
緒
あ
る
氏
族
で
あ
る
事
を
証
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
天
孫
の
降
臨
に
際
し
、
随
伴
神
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
表
に
も
明
ら
か
な
如
く
、
書
紀
第
四
の
一
書
、
同
第
二
の
一
書
、
古
事
記
、
そ
し
て
書
紀
第
一
の
一
書
の
四
異
伝
で
あ
り
、
こ
の
オ
シ
ヒ
・
ク
メ
の
両
神
は
、
そ
の
う
ち
、
書
紀
第
二
の
一
書
と
同
第
一
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の
一
書
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
第
二
の
一
書
に
は
、
諸
部
神
と
さ
れ
る
神
々
が
あ
っ
て
、
こ
の
中
に
二
神
が
含
ま
れ
は
せ
ぬ
か
と
い
う
疑
い
が
起
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
系
本
の
頭
注
は
、
こ
れ
を
、
そ
の
前
に
出
て
来
る
神
事
の
用
具
を
製
作
す
る
神
々
を
指
す
と
し
て
馳
・
し
か
も
諸
部
神
（
言
ト
モ
ノ
ヲ
と
訓
ず
）
と
い
う
言
い
方
は
・
古
事
記
や
書
紀
第
一
の
一
書
の
「
五
伴
緒
（
イ
ツ
ト
モ
ノ
ヲ
）
」
や
「
五
部
神
」
と
い
っ
た
も
の
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
二
神
は
五
伴
緒
に
も
五
部
神
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
両
神
が
「
諸
部
神
」
の
中
に
潜
在
的
に
含
ま
れ
て
い
る
事
は
無
い
と
考
え
て
差
支
え
無
か
ろ
う
。
　
更
に
言
え
ば
、
記
紀
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
こ
の
オ
シ
ヒ
・
ク
メ
両
神
は
、
五
部
神
等
を
含
む
他
の
随
伴
諸
神
と
は
、
別
の
範
疇
に
属
す
る
と
見
ら
れ
る
。
　
即
ち
、
他
の
諸
神
は
、
降
臨
の
準
備
段
階
と
お
ぼ
し
き
所
（
随
伴
の
命
が
下
さ
れ
る
部
分
）
に
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
オ
シ
ヒ
・
ク
メ
両
神
は
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
第
四
の
一
書
・
古
事
記
に
於
て
、
そ
れ
ら
の
諸
神
と
並
ん
で
名
前
が
列
挙
さ
れ
る
事
は
無
く
、
　
「
天
磐
戸
を
引
き
開
け
、
天
八
重
雲
を
排
分
け
…
…
」
（
紀
）
と
い
う
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
実
際
に
天
降
り
つ
つ
あ
る
情
景
を
描
写
し
て
い
る
文
脈
の
中
に
の
み
登
場
し
て
い
る
。
　
こ
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
同
じ
く
天
孫
に
随
伴
す
る
神
々
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
質
が
、
オ
シ
ヒ
・
ク
メ
両
神
と
他
の
諸
神
と
で
は
、
大
い
に
異
っ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
　
そ
こ
で
、
両
神
の
名
の
見
え
る
第
四
の
一
書
・
古
事
記
の
グ
ル
ー
プ
と
、
第
二
の
一
書
・
第
一
の
一
書
の
グ
ル
ー
プ
と
の
間
を
見
比
べ
る
と
、
最
も
著
し
い
相
違
は
や
は
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
事
に
な
る
。
　
表
の
ω
の
項
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第
一
の
一
書
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
全
く
登
場
せ
ず
、
全
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
所
伝
で
あ
る
事
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、
第
二
の
一
書
は
前
章
で
論
じ
た
通
り
、
天
孫
降
降
の
場
面
に
限
っ
て
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
単
独
の
所
伝
で
あ
る
わ
け
で
、
今
の
場
合
、
随
伴
神
と
言
う
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
降
臨
の
場
面
に
登
場
す
る
神
々
の
一165一
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事
な
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
扱
う
べ
き
第
二
の
一
書
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
中
心
の
所
伝
と
言
っ
て
良
い
。
　
つ
ま
り
、
オ
シ
ヒ
・
ク
メ
両
神
は
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
天
孫
の
降
臨
場
面
に
関
与
し
な
い
所
伝
に
は
、
登
場
し
な
い
（
否
定
形
を
重
ね
た
も
っ
て
ま
わ
っ
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
事
記
の
二
神
併
立
の
様
態
が
微
妙
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
言
い
ま
わ
し
の
方
が
、
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
）
」
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
同
時
に
、
㈹
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
両
神
以
外
の
神
々
に
つ
い
て
、
丁
度
こ
れ
と
正
反
対
の
事
が
言
え
る
わ
け
で
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
、
フ
ト
タ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
諸
神
は
、
　
「
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
孫
の
降
臨
場
面
に
関
与
す
る
所
伝
に
登
場
す
る
」
。
　
従
っ
て
、
こ
の
㈱
の
項
に
記
さ
れ
た
神
々
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
あ
り
よ
う
を
基
準
と
し
て
、
戴
然
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
㈲
、
㈲
の
項
に
記
入
さ
れ
た
神
々
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
中
心
と
す
る
伝
承
に
属
す
る
も
の
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
導
入
に
伴
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
事
を
述
べ
て
来
た
が
、
こ
こ
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
か
た
ち
で
示
し
て
お
こ
う
。
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タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
関
係
　
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
　
ア
マ
ノ
オ
シ
ピ
　
ア
マ
ク
シ
ツ
オ
ホ
ク
メ
（
ア
マ
ツ
ク
メ
）
ア
マ
テ
ラ
ス
関
係
　
オ
シ
ホ
ミ
ミ
（
オ
シ
ホ
ネ
）
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
フ
ト
タ
マ
ァ
メ
ノ
ゥ
ズ
メ
イ
シ
コ
リ
ド
メ
タ
マ
ノ
ヤ
オ
モ
ヒ
カ
ネ
タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
イ
ハ
ト
ワ
ケ
ト
ユ
ウ
ケ
サ
ル
タ
ヒ
コ
五
伴
緒
（
五
部
神
）
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と
こ
ろ
で
、
右
の
ア
マ
テ
ラ
ス
関
係
に
分
類
し
た
神
々
の
中
に
、
従
来
あ
ま
り
注
目
き
れ
て
い
な
い
が
、
卑
見
に
よ
れ
ば
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
あ
り
よ
う
、
ひ
い
て
は
記
紀
の
神
話
体
系
の
成
立
過
程
を
考
え
る
の
に
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
得
る
と
思
わ
れ
る
神
が
あ
る
。
オ
モ
ヒ
カ
ネ
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
の
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
中
心
に
据
え
て
論
を
進
め
る
事
と
し
た
い
。
記紀神話の成立過程（神田）
　
　
　
三
　
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
恐
ら
く
最
も
顕
著
な
特
異
さ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
、
他
に
例
を
見
な
い
程
の
緊
密
さ
で
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
無
論
、
前
章
で
ア
マ
テ
ラ
ス
関
係
に
挙
げ
て
あ
る
神
々
は
、
皆
ア
マ
テ
ラ
ス
と
関
わ
り
が
あ
る
の
に
違
い
な
い
の
だ
が
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
、
常
に
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
と
共
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
。
　
そ
の
第
一
に
は
、
天
孫
降
降
の
随
伴
神
に
列
挙
さ
れ
る
神
々
の
中
で
、
そ
の
前
段
を
な
す
中
つ
国
平
定
条
に
も
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
役
割
が
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
中
つ
国
平
定
条
（
②
と
③
）
を
含
む
所
伝
は
前
述
の
通
り
四
種
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
中
つ
国
の
平
定
に
関
与
し
て
い
る
の
は
古
事
記
と
書
紀
第
一
の
一
書
と
で
あ
る
。
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
こ
の
両
書
の
中
つ
国
平
定
条
に
登
場
し
、
そ
こ
で
、
中
つ
国
へ
派
遣
す
る
平
定
使
に
つ
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
助
言
を
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
政
策
を
決
定
す
る
た
め
の
ブ
レ
ー
ン
と
い
っ
た
、
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
。
　
爾
に
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
天
安
河
の
河
原
に
、
八
百
萬
の
神
を
神
集
へ
に
集
へ
て
、
し
め
て
…
（
略
）
…
爾
に
思
金
神
及
八
百
萬
の
神
、
議
り
白
し
し
く
、
…
…
オ
モ
ヒ
ヵ
ネ
思
金
神
に
思
は
一168一
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
、
亦
諸
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
…
（
略
）
…
爾
に
思
金
神
、
答
へ
白
し
し
く
、
天
照
大
御
神
、
高
御
産
巣
日
神
、
亦
諸
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
…
（
略
）
…
是
に
諸
の
神
及
思
金
神
、
　
「
雑
、
名
は
鳴
女
を
遣
は
す
べ
し
。
L
と
答
へ
白
し
し
時
に
、
天
照
大
御
神
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
…
（
略
）
…
爾
に
思
金
神
及
諸
の
神
白
し
し
く
、
（
以
上
古
事
記
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
ヒ
カ
ネ
故
、
天
照
大
神
、
乃
ち
思
兼
神
を
召
し
て
、
其
の
来
ざ
る
状
を
問
ひ
た
ま
ふ
。
（
略
）
…
是
に
、
彼
の
神
の
謀
に
従
ひ
て
、
…
…
時
に
、
思
兼
神
、
思
ひ
て
告
し
て
日
さ
く
、
（
書
紀
第
一
の
一
書
）
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こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
に
、
古
事
記
で
は
、
諸
神
と
の
合
議
を
主
宰
し
、
そ
の
結
果
を
申
し
述
べ
る
と
い
っ
た
態
で
あ
る
。
又
、
書
紀
の
方
で
は
、
一
例
し
か
無
い
の
で
そ
う
断
定
的
な
事
は
言
え
な
い
か
と
思
う
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
諮
問
に
単
独
で
案
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
た
風
で
、
微
妙
な
相
異
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
に
し
ろ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
と
っ
て
の
最
良
の
相
談
役
と
い
っ
た
立
場
に
あ
る
事
は
、
明
瞭
に
読
み
と
れ
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
次
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
結
び
付
き
の
第
二
点
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
　
前
章
で
、
天
孫
降
臨
の
随
伴
神
の
事
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
随
伴
神
の
多
く
が
「
天
の
岩
戸
条
（
書
紀
の
第
七
段
に
当
る
）
」
に
登
場
す
る
神
々
で
も
あ
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
そ
の
事
実
か
ら
「
天
の
岩
戸
」
と
「
天
孫
降
臨
」
の
話
と
は
、
本
来
一
続
き
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
在
の
記
紀
神
話
の
か
た
ち
は
、
そ
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
出
雲
神
話
が
割
り
込
ん
で
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
の
だ
、
と
す
る
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
程
に
、
こ
の
両
神
話
は
ど
う
や
ら
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
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オ
モ
ヒ
カ
ネ
も
、
他
の
随
伴
神
と
同
じ
く
天
の
岩
戸
条
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
噸
こ
こ
で
も
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
関
係
が
顕
著
な
の
で
あ
る
。
　
天
の
岩
戸
条
は
、
日
本
書
紀
に
本
文
と
三
つ
の
一
書
が
録
き
れ
て
お
り
、
古
事
記
と
合
わ
せ
て
五
種
の
異
伝
が
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
記
紀
神
話
の
う
ち
、
日
月
の
誕
生
（
書
紀
第
五
段
）
か
ら
天
の
岩
戸
に
至
る
部
分
は
、
全
て
太
陽
神
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
葛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
を
軸
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
太
陽
神
の
呼
称
に
「
天
照
大
御
神
」
と
「
日
神
（
ヒ
ノ
カ
ミ
）
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
通
り
（
よ
り
正
確
に
は
オ
ホ
ヒ
ル
メ
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
づ
か
み
に
二
通
り
と
し
て
お
く
）
あ
り
、
い
ま
見
よ
う
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
し
て
い
る
天
の
岩
戸
条
の
五
種
の
異
伝
に
於
て
も
、
所
伝
に
よ
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ヒ
ノ
カ
ミ
の
別
が
あ
る
。
　
即
ち
、
古
事
記
、
書
紀
本
文
、
同
第
一
の
一
書
は
ア
マ
テ
ラ
ス
を
用
い
、
残
り
の
書
紀
第
二
の
一
書
、
同
第
三
の
一
書
は
ヒ
ノ
カ
ミ
と
記
し
て
い
る
。
　
そ
こ
で
、
こ
の
条
に
名
を
見
せ
て
い
る
、
太
陽
神
が
岩
戸
に
隠
れ
た
時
、
そ
れ
を
外
へ
引
き
出
す
手
だ
て
を
は
か
る
場
面
に
登
場
す
る
神
々
を
整
理
し
つ
つ
列
挙
し
て
み
よ
う
。
アマテラス
古
事
記一
オ
モ
・
カ
ネ
タ
マ
ノ
ヤ
ァ
メ
ノ
タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
書
紀
本
文
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ア
マ
ツ
マ
ラ
　
イ
シ
コ
リ
ド
メ
　
　
　
　
　
フ
ト
ダ
マ
一
ア
・
・
ウ
ズ
凶
オ
モ
ヒ
カ
ネ
タ
チ
カ
ラ
ヲ
　
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
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フ
ト
タ
マ
書
紀
第
一
の
一
書
｝
オ
モ
・
カ
ネ
　 ㎜
ア
マ
・
ウ
ズ
・
ヒノカミ
　
　
　
　
　
ノ
イ
シ
コ
リ
ド
メ
書
紀
第
二
の
一
書
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
ア
マ
ノ
ア
ラ
ト
　
ヤ
マ
ツ
チ
　
ノ
ヅ
チ
書
紀
第
三
の
一
書
フ
ト
タ
マ
　
ト
ヨ
タ
マ
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
を
　
ド
ァ
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
　
イ
シ
コ
リ
ト
ベ
ァ
マ
ノ
ア
カ
ル
タ
マ
　
ア
マ
ノ
ヒ
ワ
シ
フ
ト
タ
マ
　
ァ
マ
ノ
タ
チ
カ
ラ
ヲ
（
神
名
の
順
序
は
、
単
純
に
各
所
伝
ご
と
の
記
載
順
と
し
た
）
　
こ
の
う
ち
、
四
角
く
囲
っ
た
の
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
用
い
た
所
伝
だ
け
に
名
の
見
え
る
神
、
無
印
は
ヒ
ノ
カ
ミ
を
用
い
た
所
伝
だ
け
に
名
の
見
え
る
神
、
そ
し
て
、
波
線
を
施
し
た
の
は
、
両
方
に
登
場
す
る
神
で
あ
る
。
　
（
タ
マ
ノ
ヤ
・
ト
ヨ
タ
マ
・
ア
マ
ノ
ア
カ
ル
タ
マ
は
、
玉
作
部
の
祖
と
い
う
事
で
、
同
神
と
し
て
扱
っ
た
）
　
こ
れ
を
見
る
と
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
だ
け
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼
称
を
用
い
た
所
伝
に
限
っ
て
登
場
し
て
い
る
事
が
わ
か
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でりる
、　、　o
そ
し
て
更
に
そ
の
う
ち
で
も
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
だ
け
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼
称
を
用
い
た
所
伝
の
全
て
に
名
を
見
せ
て
い
る
。
　
つ
ま
こ
こ
で
も
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
、
あ
く
ま
で
も
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
と
共
に
存
在
し
、
し
か
も
、
左
に
見
る
よ
う
に
、
登
場
す
る
各
所
伝
最
も
枢
要
な
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
故
是
に
天
照
大
御
神
見
畏
み
て
、
天
の
石
屋
戸
を
開
き
て
刺
こ
も
り
坐
し
き
。
…
（
略
）
…
是
を
以
ち
て
八
百
萬
の
神
、
天
安
の
河
原
に
神
集
ひ
集
ひ
て
、
高
御
産
日
神
の
子
、
思
金
神
に
思
は
し
め
て
、
常
世
の
長
鳴
鳥
を
集
め
て
鳴
か
し
め
て
、
…
…
（
古
事
記
）
　
天
照
大
神
…
（
略
）
…
乃
ち
天
石
窟
に
入
り
ま
し
て
、
磐
戸
を
閉
し
て
幽
り
居
し
ぬ
。
辺
に
会
ひ
て
、
其
の
祷
る
べ
き
方
を
計
ふ
。
故
、
思
兼
神
、
深
く
謀
り
て
遠
く
慮
り
て
、
鳴
せ
し
む
。
…
（
略
）
…
時
に
、
八
十
萬
神
、
天
安
河
遂
に
常
世
の
長
鳴
鳥
を
聚
め
て
、
互
に
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
紀
本
文
）
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天
照
大
神
、
…
（
略
）
…
乃
ち
天
石
窟
に
入
り
ま
し
て
、
磐
戸
を
閉
著
し
つ
。
…
（
略
）
…
故
、
八
十
萬
の
神
遊
天
高
市
に
会
へ
て
問
は
し
む
。
時
に
高
皇
産
霊
の
息
思
兼
神
と
い
ふ
者
有
り
。
思
慮
の
智
有
り
。
乃
ち
思
ひ
て
白
し
て
日
さ
く
、
　
「
彼
の
神
の
象
を
図
し
造
り
て
、
招
祷
き
奉
ら
む
」
と
ま
う
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
紀
第
一
の
一
書
）
　
こ
れ
ら
の
記
述
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
不
在
の
神
界
で
、
諸
神
の
中
心
と
な
っ
て
対
策
を
慮
り
、
ま
た
指
令
を
発
し
て
も
お
り
、
こ
う
い
っ
た
姿
は
、
先
に
見
た
中
つ
国
平
定
条
で
の
オ
モ
ヒ
カ
ネ
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
下
に
あ
っ
て
具
体
策
を
案
ず
る
の
と
全
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
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こ
う
し
て
見
て
来
る
と
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
、
母
子
の
関
係
に
あ
る
オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
別
格
と
し
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
下
に
あ
る
神
々
の
中
で
最
も
上
位
の
神
、
或
い
は
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
「
片
腕
」
的
な
立
場
に
あ
る
者
の
如
く
で
あ
り
、
し
か
も
、
記
紀
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
数
々
の
神
話
伝
承
の
う
ち
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
の
記
さ
れ
て
い
る
所
伝
に
、
こ
の
神
ほ
ど
の
濃
密
き
で
登
場
す
る
神
は
他
に
は
無
い
（
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
目
に
つ
く
神
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
大
概
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
称
を
記
さ
な
い
所
伝
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
）
。
　
従
っ
て
、
記
紀
の
神
話
体
系
に
名
を
列
ら
ね
て
い
る
数
多
の
神
々
の
中
で
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
こ
そ
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
最
も
緊
密
な
セ
ッ
ト
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
、
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
る
オ
モ
ヒ
カ
ネ
に
は
、
右
に
試
み
た
如
き
比
較
的
表
面
的
な
デ
ー
タ
処
理
か
ら
だ
け
で
も
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
極
め
て
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
う
事
実
が
浮
び
上
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
注
目
に
値
す
る
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
事
は
、
単
に
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
、
た
だ
同
じ
所
伝
に
名
が
あ
る
と
言
う
だ
け
の
問
題
で
は
無
く
、
も
っ
と
根
の
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
は
、
こ
の
事
が
、
本
稿
の
冒
頭
か
ら
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
あ
っ
た
位
置
に
据
え
ら
れ
て
行
く
過
程
の
中
で
起
っ
て
来
た
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
四
先
に
掲
げ
た
系
図
で
も
わ
か
る
通
り
、
書
紀
第
九
段
第
一
の
一
書
を
見
る
と
、
　
天
照
大
神
、
思
兼
神
の
妹
萬
幡
豊
秋
津
媛
命
を
以
て
、
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
に
配
せ
ま
つ
り
て
妃
と
し
て
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と
な
っ
て
い
て
、
他
の
所
伝
で
は
明
ら
か
に
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
」
と
あ
る
べ
き
所
が
「
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
妹
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
方
で
ま
た
、
天
孫
降
臨
条
と
密
接
な
継
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
天
の
岩
戸
条
で
は
、
古
事
記
と
書
紀
第
一
の
一
書
に
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
し
て
い
る
。
　
従
っ
て
、
こ
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
る
事
が
で
き
れ
ば
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
［
オ
モ
ヒ
カ
ネ
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
（
※
）
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ア
マ
テ
ラ
ス
　
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
（
※
）
　
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
の
名
は
は
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
　
　
れ
を
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
と
略
記
す
る
。
い
ず
れ
も
「
ハ
タ
」
と
い
う
音
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
こ
と
い
う
系
図
を
構
成
す
る
事
に
な
る
わ
け
で
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
で
あ
る
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
は
、
確
か
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
妹
で
あ
っ
て
何
の
矛
盾
も
無
い
。
　
も
か
し
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
第
一
の
一
書
を
見
直
し
て
み
る
と
、
こ
の
所
伝
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
に
置
き
替
わ
っ
て
行
く
状
況
の
、
現
在
我
々
が
知
る
事
の
で
き
る
最
終
段
階
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
即
ち
、
降
臨
神
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
で
あ
る
点
こ
そ
他
の
所
伝
と
変
わ
り
無
い
が
、
随
伴
す
る
神
々
の
中
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
「
オ
シ
ヒ
」
　
「
ク
メ
」
二
神
の
名
は
無
い
。
そ
し
て
、
唐
突
な
連
絡
を
思
わ
せ
る
書
紀
第
二
の
一
書
、
両
神
融
合
を
は
か
っ
た
か
の
よ
う
な
古
事
記
と
異
な
り
、
コ
書
日
」
の
書
き
出
し
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
高
天
原
の
主
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
た
だ
一
神
で
、
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タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
名
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
名
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
完
全
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
無
縁
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
ら
し
い
事
は
、
右
の
如
き
系
図
が
、
復
元
し
得
る
事
か
ら
も
推
察
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
あ
た
り
の
事
を
考
え
る
に
当
っ
て
、
こ
こ
ま
で
に
も
何
度
か
言
及
し
て
来
た
「
記
紀
神
話
体
系
へ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
導
入
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
梢
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
天
孫
降
臨
に
関
し
て
最
も
古
態
を
存
す
る
と
考
え
ら
れ
、
又
、
所
伝
全
体
を
通
じ
て
も
終
始
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
一
神
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
書
紀
第
九
段
本
文
は
、
そ
の
冒
頭
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
の
夫
で
あ
る
オ
シ
ホ
ミ
ミ
と
、
そ
の
母
と
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
文
章
自
体
の
叙
述
の
し
か
た
か
ら
見
て
、
こ
の
所
伝
で
実
質
的
に
中
心
と
な
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
事
よ
り
も
、
　
「
ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
で
あ
る
」
事
を
示
す
た
め
と
思
わ
れ
る
系
譜
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。
天
照
大
神
の
子
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
、
生
れ
ま
す
。
高
皇
産
霊
尊
の
女
拷
幡
千
千
姫
を
婆
き
た
ま
ひ
て
、
天
津
彦
彦
火
環
竣
杵
尊
を
　
従
っ
て
、
実
質
的
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
一
神
が
中
心
と
は
言
っ
て
も
、
所
伝
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
降
臨
神
ホ
ノ
一
＝
一
ギ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
血
を
ひ
い
て
い
る
事
を
示
す
こ
の
系
譜
記
事
を
前
提
と
す
る
以
上
は
、
天
孫
降
臨
と
い
う
大
事
が
、
そ
れ
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
の
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
る
と
し
て
も
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
に
な
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
何
故
こ
の
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
記
紀
神
話
が
、
恐
ら
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
祖
と
す
る
降
臨
神
話
を
そ
の
原
型
に
持
ち
な
が
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
（
太
陽
神
）
中
心
の
神
話
を
目
指
し
た
事
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一　175　一
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即
ち
、
現
在
の
我
々
が
見
る
記
紀
神
話
は
、
　
「
中
つ
国
平
定
・
天
孫
降
臨
」
の
前
に
、
日
月
誕
生
か
ら
天
の
岩
戸
に
至
る
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
神
話
が
存
在
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
神
話
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
直
接
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
な
い
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
そ
の
中
に
直
接
登
場
す
る
事
が
無
い
と
い
う
事
ば
か
り
で
は
無
い
。
例
え
ば
、
先
に
、
天
孫
降
臨
の
随
伴
神
の
多
く
が
天
の
岩
戸
条
に
も
登
場
す
る
と
い
う
事
に
触
れ
た
が
、
そ
の
、
両
方
の
所
伝
に
登
場
す
る
神
々
と
い
う
の
は
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
　
フ
ト
タ
マ
　
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
　
イ
シ
コ
リ
ド
メ
　
タ
マ
ノ
ヤ
　
オ
モ
ヒ
カ
ネ
　
タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
の
七
神
で
、
こ
れ
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
先
に
ア
マ
テ
ラ
ス
に
属
す
る
と
認
め
た
神
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
で
は
あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
天
の
岩
戸
条
と
の
無
縁
さ
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
記
紀
神
話
体
系
の
形
成
過
程
の
一
つ
の
段
階
と
し
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
中
心
と
し
た
「
中
つ
国
平
定
及
び
天
孫
降
臨
神
話
」
へ
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
太
陽
神
話
の
導
入
と
い
う
事
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
専
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
が
中
心
で
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
本
来
的
な
関
わ
り
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
「
日
月
誕
生
」
か
ら
「
天
の
岩
戸
」
ま
で
の
条
々
は
、
そ
の
段
階
で
記
紀
神
話
に
定
着
さ
れ
た
事
に
な
ろ
う
。
　
そ
し
て
繰
り
返
す
が
、
中
つ
国
平
定
・
天
孫
降
臨
神
話
の
各
要
素
の
相
違
、
又
、
そ
の
要
素
の
一
つ
で
も
あ
る
中
つ
国
の
主
神
の
あ
り
よ
う
と
い
っ
た
諸
々
の
条
件
か
ら
見
て
、
そ
の
逆
、
つ
ま
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
へ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
話
の
導
入
と
い
う
事
は
、
極
め
て
考
え
に
く
い
状
況
な
の
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
記
紀
神
話
の
冒
頭
を
飾
る
神
々
の
出
現
の
神
話
や
イ
ザ
ナ
キ
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
神
生
み
の
神
話
、
又
、
天
の
岩
戸
条
一176一
記紀神話の成立過程（神田）
と
中
つ
国
平
定
条
の
間
に
は
さ
ま
っ
て
い
る
、
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
大
国
主
神
）
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
出
雲
神
話
な
ど
が
も
と
も
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
中
つ
国
平
定
及
び
天
孫
降
臨
神
話
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
少
く
と
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
、
大
和
朝
廷
の
始
源
に
関
わ
る
、
現
実
的
な
意
味
に
於
て
最
重
要
の
二
神
に
問
題
を
絞
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
右
に
述
べ
た
如
き
段
階
を
想
定
す
る
事
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
、
不
明
と
し
た
事
の
う
ち
で
、
出
雲
神
話
に
関
し
て
だ
け
述
べ
れ
ば
、
「
平
定
き
れ
る
べ
き
地
『
出
雲
』
」
と
い
う
図
式
が
、
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
所
伝
に
既
に
見
ら
れ
る
事
（
中
つ
国
平
定
条
の
存
在
）
。
又
、
普
通
言
わ
れ
る
「
出
雲
神
話
」
の
後
半
部
（
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
国
作
り
1
1
書
紀
で
は
一
書
扱
い
）
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
は
見
え
な
い
の
に
対
し
、
書
紀
に
録
さ
れ
た
所
伝
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
ス
ク
ナ
ピ
コ
ナ
の
親
と
い
う
こ
と
で
名
を
見
せ
て
い
る
事
。
更
に
、
筆
者
が
旧
稿
に
於
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
よ
り
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
機
能
に
属
す
る
要
素
が
、
中
つ
国
平
定
の
話
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
事
等
々
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
主
神
と
し
た
出
雲
神
話
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
導
入
よ
り
は
早
い
時
期
に
、
何
ら
か
の
形
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
天
孫
降
臨
と
結
合
し
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
　
と
も
か
く
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
主
と
し
た
地
上
平
定
・
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
降
臨
と
い
う
所
伝
の
前
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
（
太
陽
神
）
の
誕
生
及
び
御
子
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
誕
生
を
含
む
所
伝
が
置
か
れ
、
こ
の
母
子
神
を
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
と
系
譜
づ
け
る
事
に
よ
っ
て
話
と
し
て
の
一
貫
性
が
生
じ
る
よ
う
に
さ
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な
経
緯
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
導
入
の
第
一
歩
と
し
て
老
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
最
も
古
態
を
存
す
る
書
紀
第
九
段
本
文
が
、
そ
の
冒
頭
に
ア
マ
テ
ラ
ス
を
主
体
と
し
た
書
き
ぶ
り
の
系
譜
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
文
よ
り
も
比
較
的
新
し
い
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
第
六
の
一
書
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
は
記
さ
ず
に
、
オ
シ
ホ
ネ
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
と
婚
し
た
事
の
み
を
記
し
て
い
る
。
一177一
記紀神話の成立過程（神田）
　
無
論
二
書
」
で
あ
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
省
略
も
考
え
ら
れ
は
す
る
が
、
こ
の
所
伝
よ
り
も
前
に
あ
る
（
第
六
段
）
オ
シ
ホ
ミ
ミ
誕
生
の
記
事
を
前
提
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
れ
だ
け
で
十
分
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
繋
が
り
を
示
せ
る
わ
け
で
、
或
い
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
導
入
の
初
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
ウ
ケ
ヒ
条
）
1
0
ーア
マ
テ
ラ
ス
の
子
と
し
て
オ
シ
ホ
ミ
ミ
証
脂
生
（
中
つ
国
平
定
・
天
孫
降
臨
条
）
i
O
ー
O
l
オ
シ
ホ
ネ
（
1
ー
オ
シ
ホ
ミ
ミ
）
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
女
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
と
結
婚
・
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
誕
生
1
0
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
ア
マ
テ
ラ
ス
ー
オ
シ
ホ
ネ
（
オ
シ
ホ
ミ
ミ
）
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
　
そ
れ
が
、
書
紀
編
纂
に
際
し
、
天
孫
降
臨
を
含
む
第
九
段
の
本
文
と
し
て
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
の
事
か
と
い
う
問
題
は
今
は
お
い
て
、
と
も
か
く
、
ア
マ
テ
ラ
ス
化
の
流
れ
に
抗
し
て
（
そ
の
時
期
ま
で
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
中
心
の
天
孫
降
臨
神
話
が
用
意
さ
れ
て
い
た
事
は
、
第
一
の
一
書
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
示
し
て
い
る
）
最
も
古
態
を
存
す
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
中
心
の
所
伝
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
天
地
開
關
か
ら
一
貫
し
た
流
れ
の
中
に
あ
る
べ
き
「
本
文
」
と
し
て
、
そ
の
第
九
段
よ
り
前
に
存
在
す
る
、
ア
マ
テ
ラ
ス
中
心
の
神
話
と
の
統
一
を
は
か
る
た
め
に
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
な
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
前
面
に
押
し
立
て
た
系
譜
記
事
と
な
っ
一178一
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
無
論
、
こ
こ
に
述
べ
て
来
た
の
は
、
想
像
を
逞
ま
し
く
し
て
の
臆
測
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
第
六
段
・
第
七
段
で
は
、
中
心
と
な
る
太
陽
神
の
名
前
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ヒ
ノ
カ
ミ
の
二
種
類
が
あ
る
と
こ
ろ
を
、
本
文
に
は
い
ず
れ
も
ア
マ
テ
ラ
ス
と
記
す
所
伝
を
用
い
て
い
る
事
。
又
、
そ
の
前
の
第
五
段
に
、
日
月
誕
生
の
本
文
と
し
て
古
事
記
の
よ
う
な
単
性
生
殖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
型
の
所
伝
（
恐
ら
く
ア
マ
テ
ラ
ス
の
名
称
と
結
び
つ
き
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
は
採
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
是
に
共
に
日
の
神
を
生
み
ま
つ
り
ま
す
。
大
日
霊
貴
と
號
す
。
と
記
し
た
後
に
、
割
注
な
が
ら
一179一
一
書
に
云
は
く
、
天
照
大
神
と
い
ふ
。
天
照
大
日
霊
尊
と
い
ふ
。
記紀神話の成立過程（神田）
と
記
し
て
、
こ
の
「
日
神
」
と
し
た
の
が
、
以
下
の
段
の
本
文
の
中
心
と
な
る
ア
マ
テ
ラ
ス
に
当
る
事
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
と
同
時
に
、
こ
の
段
の
、
三
貴
子
誕
生
を
記
し
た
異
伝
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
名
称
を
用
い
ら
れ
て
い
る
太
陽
神
が
、
全
て
同
じ
神
に
当
る
事
を
示
し
て
い
て
、
神
話
の
全
体
の
流
れ
の
統
一
を
は
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
右
に
述
べ
た
臆
測
の
、
　
「
一
貫
し
た
流
れ
の
中
に
あ
る
べ
き
本
文
」
と
い
う
の
も
、
あ
な
が
ち
的
は
ず
れ
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　
と
も
か
く
、
少
く
と
も
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
オ
シ
ホ
ミ
≧
を
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
父
親
と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
天
孫
降
臨
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
つ
な
が
り
が
演
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
や
が
て
、
こ
の
章
の
は
じ
め
に
見
た
よ
う
な
「
天
孫
降
臨
そ
の
も
の
の
ア
マ
テ
ラ
ス
記紀神話の成立過程（神田）
化
L
を
目
指
す
事
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
天
孫
降
臨
の
ア
マ
テ
ラ
ス
化
」
が
強
ま
る
事
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
影
を
薄
く
す
る
事
と
イ
コ
ー
ル
な
わ
け
で
、
そ
の
仕
掛
け
の
か
ぎ
が
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
一
体
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ
る
と
書
か
れ
る
事
に
ど
れ
程
の
意
味
が
あ
る
事
に
な
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
単
に
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
オ
モ
ヒ
カ
ネ
」
と
い
う
記
述
だ
け
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
事
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
中
心
と
な
っ
た
所
伝
に
し
か
登
場
し
な
い
神
で
、
し
か
も
そ
の
果
し
て
い
る
役
割
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
下
に
あ
っ
て
相
当
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
神
が
、
天
孫
降
臨
に
深
く
関
わ
り
を
持
つ
重
要
な
神
格
で
あ
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
親
子
関
係
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
同
じ
段
の
一
書
で
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
が
コ
ゴ
ト
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ
っ
た
り
、
ア
メ
ノ
ア
カ
ル
タ
マ
が
イ
ザ
ナ
キ
の
子
で
あ
っ
た
り
す
る
の
と
は
別
の
次
元
の
事
で
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
即
ち
こ
れ
は
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
事
柄
な
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
天
の
岩
戸
条
（
書
紀
第
七
段
）
に
あ
る
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
オ
モ
ヒ
カ
ネ
」
と
い
う
記
述
は
、
段
落
を
跳
び
越
え
て
天
孫
降
臨
条
（
書
紀
第
九
段
）
に
見
ら
れ
る
「
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
妹
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ア
キ
ツ
ヒ
メ
を
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
妃
と
し
た
」
　
（
書
紀
第
一
の
一
書
）
と
言
う
記
事
と
呼
応
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
収
敏
さ
せ
る
系
譜
を
形
造
る
事
に
な
る
。
そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
こ
の
記
述
が
活
き
て
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
書
紀
の
本
文
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
す
る
記
述
が
無
く
、
古
事
記
に
は
そ
れ
が
存
在
す
る
と
い
う
事
も
、
両
所
伝
の
性
格
を
象
微
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
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即
ち
、
書
紀
の
方
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
　
「
本
文
と
い
う
の
は
一
貫
し
た
流
れ
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
事
を
想
定
し
た
が
、
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
第
九
段
の
本
文
で
、
明
瞭
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
の
親
子
関
係
を
示
し
て
い
る
以
上
は
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
に
、
積
極
的
な
意
味
を
見
出
す
事
は
で
き
な
い
。
　
一
方
で
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
記
し
た
古
事
記
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
融
合
的
に
扱
っ
て
は
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
も
の
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
主
体
と
な
り
つ
つ
あ
る
段
階
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
歩
先
に
は
、
書
紀
第
九
段
第
一
の
一
書
の
よ
う
な
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
み
が
中
心
と
な
る
タ
イ
プ
の
所
伝
が
予
測
で
き
る
。
　
従
っ
て
、
第
一
の
一
書
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
の
兄
と
し
て
い
る
の
は
、
天
の
岩
戸
条
に
、
　
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
オ
モ
ヒ
カ
ネ
」
と
な
・
て
い
る
の
を
伏
線
と
し
菊
天
孫
降
臨
神
話
の
周
辺
か
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
名
を
一
歩
出
遅
ざ
咳
・
・
テ
ラ
ス
化
の
完
成
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
書
紀
第
九
段
本
文
が
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
全
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
中
心
と
し
た
所
伝
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
系
譜
記
事
を
掲
げ
る
事
だ
け
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
関
係
を
表
現
し
た
の
と
当
に
好
対
照
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
い
ま
、
書
紀
本
文
第
九
段
第
一
の
一
書
が
、
天
の
岩
戸
条
の
記
述
を
伏
線
と
し
て
い
る
と
い
う
事
を
述
べ
た
の
だ
が
、
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
、
最
後
に
一
言
付
し
て
お
き
た
い
。
　
筆
者
は
、
書
紀
で
唯
一
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
す
る
記
述
の
あ
る
第
七
段
第
一
の
一
書
と
、
同
じ
く
唯
一
「
ハ
タ
」
ヒ
メ
の
兄
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
を
充
て
て
い
る
第
九
段
第
一
の
一
書
と
が
、
そ
の
ま
ま
に
、
も
と
も
と
一
続
き
の
伝
承
を
成
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
は
し
な
い
が
、
一
続
き
に
記
さ
れ
て
い
る
古
事
記
や
、
一
貫
す
る
べ
き
宿
命
の
本
文
な
ど
と
、
そ
の
よ
う
な
制
約
を
持
た
な
い
書
紀
の
一
書
ど
う
し
の
事
は
、
全
然
別
の
事
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
第
七
段
第
一
の
一
書
と
、
第
九
段
第
一
の
一
書
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
少
く
と
も
右
に
述
べ
た
如
き
経
緯
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
一
様
相
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
天
孫
降
臨
神
話
を
軸
と
し
て
、
そ
こ
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
の
事
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
記
紀
神
話
体
系
の
形
成
さ
れ
る
過
程
の
極
く
一
端
に
つ
い
て
論
じ
て
来
た
。
た
だ
、
中
で
触
れ
て
お
く
べ
き
と
思
い
つ
つ
触
れ
な
か
っ
た
問
題
点
が
二
つ
あ
る
。
　
書
紀
第
九
段
の
第
二
の
一
書
の
特
殊
性
と
、
太
陽
神
話
の
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
と
「
ヒ
ノ
カ
ミ
」
の
新
旧
の
問
題
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
筆
老
は
既
に
一
通
り
の
論
を
用
意
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
二
点
を
論
じ
る
事
は
、
却
っ
て
論
が
多
岐
に
わ
た
り
過
ぎ
て
本
稿
の
焦
点
を
ぼ
か
す
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
よ
っ
て
、
右
の
二
つ
の
問
題
は
、
別
途
に
稿
を
改
め
る
事
と
し
た
い
。
〔
注
〕
（
1
）
　
三
品
彰
英
「
三
品
彰
英
論
文
集
」
　
（
平
凡
社
）
収
載
の
諸
論
文
。
（
2
）
　
松
前
健
「
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
」
（
塙
書
房
）
（
3
）
　
拙
稿
「
葦
原
中
国
の
主
神
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
第
6
号
所
収
〉
（
4
）
　
吉
井
厳
氏
は
「
古
事
記
の
作
品
的
性
格
」
〈
石
井
庄
司
博
士
喜
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
考
究
（
塙
書
房
）
所
収
V
の
中
で
、
古
事
記
は
日
本
　
　
書
記
と
異
な
っ
た
立
場
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
日
本
書
紀
の
各
異
伝
と
一
緒
に
並
べ
て
、
異
伝
の
新
旧
を
論
ず
る
材
料
の
一
つ
と
　
　
し
て
扱
う
方
法
を
否
定
し
て
お
ら
れ
る
（
．
－
D
ホ
9
）
。
し
か
し
筆
者
は
、
前
掲
論
文
で
の
考
察
の
結
果
か
ら
見
て
、
古
事
記
も
、
日
本
書
紀
の
本
　
　
文
や
一
書
と
ほ
ぼ
同
列
に
、
一
つ
の
異
伝
と
し
て
扱
っ
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。
（
5
）
　
金
井
精
一
「
降
臨
神
話
の
原
型
と
展
開
」
〈
講
座
日
本
文
学
・
神
話
上
（
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
）
V
P
㎜
～
F
塒
）
（
6
）
　
拙
稿
・
前
掲
論
文
（
7
）
　
拙
稿
「
高
木
神
の
性
格
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」
〈
古
事
記
年
報
（
二
十
四
）
所
収
V
（
古
事
記
学
会
）
（
8
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
書
紀
上
（
岩
波
書
店
）
（
F
旧
）
頭
注
二
二
（
9
）
　
天
の
岩
戸
条
と
天
孫
降
臨
条
が
一
体
で
あ
る
事
を
説
い
た
比
較
的
早
い
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
倉
野
憲
司
「
日
本
神
話
」
〈
日
本
文
学
大
　
　
系
（
河
出
書
房
）
V
（
μ
協
～
P
切
）
が
拳
げ
ら
れ
る
。
（
1
0
）
　
最
近
で
は
、
北
川
和
秀
氏
が
、
こ
の
二
通
り
の
神
名
表
記
を
手
が
か
り
と
し
て
、
害
紀
の
各
段
の
各
異
伝
を
、
二
つ
の
系
統
に
分
類
整
理
さ
一　182一
　
　
れ
て
い
る
。
同
氏
「
古
事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
」
〈
文
学
第
四
十
八
巻
第
五
号
所
収
V
（
1
1
）
　
人
に
よ
っ
て
他
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
が
、
大
体
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
ヲ
ロ
チ
退
治
か
ら
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
国
作
り
の
あ
た
り
迄
を
言
う
　
　
事
が
多
い
。
（
1
2
）
　
拙
稿
・
前
掲
（
7
）
（
1
3
）
　
第
五
段
に
は
、
太
陽
神
の
誕
生
に
つ
い
て
四
種
の
異
伝
を
録
し
、
そ
の
四
異
伝
が
全
て
異
な
る
名
称
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
古
事
記
　
　
と
同
じ
単
性
生
殖
型
の
話
を
伝
え
る
第
六
の
一
書
だ
け
が
ア
マ
テ
ラ
ス
を
用
い
て
い
る
。
古
事
記
が
ア
マ
テ
ラ
ス
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
　
　
い
。
（
1
4
）
　
第
一
の
一
書
「
大
日
霊
尊
」
・
第
二
の
一
書
「
日
」
・
第
六
の
一
書
「
天
照
大
神
」
（
1
5
）
　
本
論
文
F
瀞
（
1
6
）
　
つ
ま
り
、
オ
モ
ヒ
カ
ネ
が
初
め
て
神
話
に
顔
を
出
す
と
こ
ろ
で
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ
る
事
を
規
定
し
て
お
く
わ
け
で
あ
る
。
（
＊
）
　
本
稿
で
の
記
紀
の
引
用
は
、
両
書
と
も
、
古
典
大
系
本
の
訓
み
下
し
に
従
っ
た
。
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